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８
月
10
日
発
足
の

第
２
次
岸
田
政
権

は
「
多
様
性
の
尊

重
」
を
掲
げ
て
い

る
。
し
か
し
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
な
ど
の

性
的
少
数
者
を
め

ぐ
る
差
別
的
な
言
動
で
問
題
と

な
っ
た
人
物
が
内
閣
の
要
職
に

起
用
さ
れ
た
。
政
権
の
意
向
と

は
全
く
逆
行
し
て
い
る
▼
も
ち

ろ
ん
こ
う
し
た
問
題
発
言
は
、

今
回
の
み
で
は
な
い
。
２
０
２

０
年
に
は
、
性
暴
力
被
害
の
相

談
体
制
に
関
す
る
党
会
合
で

「
女
性
は
い
く
ら
で
も
嘘
を
つ
け

る
」
と
発
言
し
、
議
員
辞
職
を

求
め
る
署
名
運
動
に
広
が
っ
た

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
。
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
、
差
別
意
識

の
自
覚
も
反
省
も
な
い
こ
と
に

驚
く
▼
こ
こ
数
年
、
自
治
体
職

場
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
人
権
研
修

が
見
送
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

今
秋
県
本
部
と
部
落
解
放
同
盟

は
、
各
自
治
体
当
局
に
人
権
研

修
実
施
の
申
し
入
れ
を
行
な
っ

た
。
ぜ
ひ
、
各
単
組
で
も
人
権

学
習
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
た
だ
し
、
岸
田
政
権
へ

の
人
権
研
修
実
施
の
申
し
入
れ

の
予
定
は
な
い
。
え
っ
、
や
っ

た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
？

22日　近畿地連町村職活動者交流集会
（ひょうご共済会館）

１日　県本部定期大会（舞子ビラ神戸）
５日　県本部青年女性現業・公企統一闘争交流集会

（ひょうご共済会館）
５日　現業・公企統一闘争勝利 ! 県本部総決起集会

（県民会館）

当面の日程

汚名返上

吉 田 ノ ボ

パ
ー
ク
で
開
催
し
た
。

　

大
野
敏
隆
議
長
（
尼
崎
環
境

財
団
労
組
）
は
、
参
議
院
選
挙

の
鬼
木
ま
こ
と
勝
利
を
受
け
、

「
公
共
民
間
職
場
で
働
く
仲
間

の
た
め
に
も
っ
と
発
信
力
を
強

化
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
続
い
て
県
本
部
山
下
委

員
長
が「
自
治
体
準
拠
単
組
は
、

最
低
賃
金
改
善
、
人
勧
増
額
分

の
予
算
が
必
要
に
な
る
。
自
治

体
単
組
、
組
織
内
議
員
と
連
携

を
」
と
述
べ
、
組
織
強
化
・
拡

大
を
求
め
た
。

　

経
過
報
告
で
は
姫
路
社
事
労

か
ら
市
労
連
で
の
統
一
行
動
や

議
会
対
策
に
つ
い
て
、
公
共
ユ

ニ
オ
ン
か
ら
加
東
市
議
選
組
織

内
予
定
候
補
の
松
本
み
わ
こ
委

員
長
へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　

総
会
後
は
、
組
合
員
の
家
族

も
参
加
し
て
パ
ー
ク
内
の
組
合

員
が
働
く
果
樹
園
で
ぶ
ど
う
狩

り
を
楽
し
み
交
流
を
深
め
た
。

　

自
治
体
外
郭
団
体
や
公
共
事

業
体
で
働
く
労
働
者
で
構
成
す

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
協

議
会
（
公
共
民
間
協
）
は
、
９

月
３
日
、
第
22
回
定
期
総
会
を

神
戸
市
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

直
前
に
辞
退
す
る
と
い
っ
た
現

状
に
あ
り
、
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
。
総
会
後
の
公
企
集
会
で

は
人
員
等
課
題
を
共
有
し
、
活

発
な
議
論
を
お
願
い
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
、三
宅
一
茂
事
務
局
長
よ

り
２
０
２
２
年
度
活
動
経
過
報

告
と
２
０
２
３
年
度
活
動
方
針

案
を
、吉
谷
藤
昭
副
議
長
が
新

役
員
体
制
案
を
提
起
し
、参
加

者
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
、
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
を
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
や
組
合

独
自
の
課
題
に
つ
い
て
議
論

し
、
参
加
者
同
士
で
交
流
を
深

め
た
。

開
催
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
西
本
斎

弘
議
長
は
「
公
企
職
場
は
、
少

数
職
場
で
あ
る
が
故
に
コ
ロ
ナ

に
感
染
す
る
と
た
ち
ま
ち
業
務

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
最

近
は
退
職
補
充
と
し
て
新
規
採

用
は
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
応

募
に
来
な
い
、
採
用
さ
れ
て
も

　

兵
庫
県
本
部
公
営
企
業
評
議

会
は
９
月
２
日
、
第
24
回
総
会

を
神
戸
市
教
育
会
館
に
お
い
て

し
、
次
の
国
政
選
挙
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

大
会
で
は
、
政
治
闘
争
の
総

括
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
多
く
の
発
言
が

あ
り
、
兵
庫
か
ら
は
山
下
忠
之

県
本
部
委
員
長
が
「
定
年
引
き

上
げ
の
取
り
組
み
強
化
、
特
に

高
齢
者
部
分
休
業
制
度
の
自
治

体
で
の
条
例
化
に
向
け
た
省
庁

対
策
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

組
織
化
・
組
織
強
化
の
取
り
組

み
支
援
と
国
会
対
策
を
本
部
に

求
め
る
」
と
発
言
し
た
。

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
目

標
の
30
万
票
に
及
ば
ず
、
極
め

て
大
き
な
課
題
を
残
し
た
。
各

県
本
部
は
し
っ
か
り
と
総
括

し
、来
春
の
統
一
自
治
体
選
挙
、

９
月
の
沖
縄
県
知
事
選
に
勝
利

　

自
治
労
第
96
回
定
期
大
会

は
、
千
葉
市
幕
張
メ
ッ
セ
を
メ

イ
ン
に
、
各
県
本
部
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
。
大
会
議
長
の
１
人
に
青
木

久
実
子
県
本
部
副
委
員
長
が
就

任
し
、
運
動
方
針
案
を
は
じ
め

全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。

　

川
本
淳
中
央
執
行
委
員
長

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
者
支
援

緊
急
カ
ン
パ
に
対
す
る
お
礼
を

述
べ
た
後
、「
今
回
の
参
議
院

選
挙
は
、
自
治
労
の
力
量
が
試

て
い
る
。

　

す
で
に
第
１
次
闘
争
で
来
年

度
の
新
規
採
用
を
勝
ち
取
っ
た

単
組
も
あ
る
が
、
第
２
次
闘
争

で
も
各
単
組
は
、
現
業
・
公
企

職
場
の
直
営
を
堅
持
し
、現
業
・

公
企
が
持
つ
権
利
で
あ
る
、
団

体
交
渉
権
・
協
約
締
結
権
を
活

用
し
、要
求
実
現
を
め
ざ
そ
う
。

継
承
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
多
発
す
る
自
然

災
害
時
に
は
現
業
・
公
企
職
場

の
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
に
よ

り
災
害
復
旧
・
復
興
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、安
全
・

安
心
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
最
前

線
で
提
供
し
て
い
る
現
業
・
公

企
職
場
の
重
要
性
は
年
々
増
し

労
働
安
全
衛
生
体
制
の
拡
充
、

災
害
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
な
ど
を
内
容

と
す
る
申
入
書
を
提
出
し
趣
旨

説
明
を
行
っ
て
お
り
、
９
月
29

日
の
交
渉
に
望
む
。
そ
し
て
10

月
５
日
に
は
現
業
公
企
闘
争
勝

利
に
向
け
て
、
総
決
起
集
会
を

県
民
会
館
で
開
催
す
る
予
定
。

　

各
単
組
は
「
要
求―

交
渉―

妥
結
（
書
面
・
協
約
化
）」
の
交

渉
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　

こ
の
間
、
現
業
・
公
企
職
場

は
、
新
規
採
用
抑
制
や
退
職
者

不
補
充
、
賃
金
抑
制
な
ど
の
合

理
化
提
案
が
後
を
絶
た
な
い
。

ま
た
高
齢
化
が
進
み
、
技
術
の

み
、
第
２
次
と
し
て
10
月
14
日

に
は
全
国
産
別
統
一
行
動
日
と

し
て
早
朝
１
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ

を
配
置
し
、
要
求
事
項
な
ど
の

解
決
を
図
る
。

　

県
本
部
は
８
月
9
日
、
県
市

町
振
興
課
、
県
教
育
委
員
会
、

公
企
関
係
部
局
に
対
し
、
現
業

差
別
賃
金
撤
廃
、
人
員
確
保
、

　

県
本
部
は
「
直
営
堅
持
」
を

基
本
目
標
に
、「
安
心
し
て
健

康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
の
実
現
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
よ
り
住
民
の
健

康
と
福
祉
の
維
持
・
向
上
を
め

ざ
す
」
た
め
、
６
月
の
人
員
確

保
闘
争
を
現
業
・
公
企
闘
争
の

第
１
次
闘
争
と
し
て
取
り
組

取り組み日程
９月26～10月６日
　要求書提出ゾーン
10月５日
　県本部総決起集会
　14時～
　県民会館９階ホール
　（前段には青年女性決
　起集会を予定）
10月７日　回答指定日
10月７～13日
　交渉強化ゾーン
10月14日（金）
　全国統一行動日
　（１時間スト配置）

自治労第96回定期大会

定年引き上げ取り組み強化と
会計年度の組織化支援を
山下委員長が発言し討論に参加

現業・公企第２次闘争

直
営
を
堅
持
し
正
規
補
充
め
ざ
す

10
月
14
日
に
は
全
国
統
一
行
動
日
を
配
置

公共民間協総会

働く仲間のためにも
更なる発信力強化を

公企評総会

危
機
的
状
況
の
人
員
課
題
を
共
有

コ
ロ
ナ
対
策
や
独
自
課
題
を
議
論

総会の様子

大野議長よりあいさつ

山下委員長が発言
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県
本
部
は
10
月
１
日
に
第
73

回
定
期
大
会
を
開
く
。
定
期
大

会
に
向
け
て
尾
西
亮
太
郎
書
記

長
に
来
年
度
の
取
り
組
み
ポ
イ

ン
ト
を
聞
い
た
。

　

や
は
り
運
動
の
起
点
は
単
組
。

そ
の
単
組
の
強
化
が
最
重
要
課

題
の
ひ
と
つ
。
こ
の
３
年
間
、
コ

ロ
ナ
禍
で
単
組
運
動
が
対
面
で

取
り
組
み
に
く
く
な
っ
て
い
る

が
、
来
年
度
、
県
本
部
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
新
た
な
取
り

組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
。
こ
れ
に
よ
り
各
組
合
員

へ
細
か
な
情
報
提
供
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
と
共
に
、
単
組

間
の
情
報
共
有
を
密
に
し
、
人

員
確
保
や
賃
金
闘
争
な
ど
各
種

統
一
闘
争
や
独
自
課
題
な
ど
単

組
運
動
の
強
化
の
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
か
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
次
世
代
に
組
織
と
運
動
を

継
承
す
る
た
め
に
も
、
若
手
に

寄
り
添
っ
た
運
動
の
追
求
も
単

組
強
化
に
必
要
だ
。

　

組
合
員
が
働
き
や
す
い
労
働

条
件
を
作
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
法
律
改
正
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
県
本
部
は
自
治
労
本

部
と
連
携
し
、
省
庁
対
策
に
も

重
点
を
置
い
て
い
く
。
そ
の
た

た
め
に
は
、
協
力
議
員
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
た
め
、
来
年
の

自
治
体
統
一
選
挙
や
国
政
選
挙

な
ど
政
治
闘
争
へ
の
取
り
組
み

の
さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
。

　

各
単
組
の
運
動
活
性
化
の
た

め
に
、
大
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

単
組
の
取
り
組
み
を
持
ち
寄

り
、
方
針
の
豊
富
化
を
お
願
い

し
た
い
。

　

近
畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

８
月
１
～
２
日
に
か
け
て
、
和

歌
山
市
内
で
開
催
さ
れ
、
野
球

大
会
へ
は
兵
庫
県
本
部
代
表
の

丹
波
市
職
労
と
、
前
回
地
連
大

会
優
勝
チ
ー
ム
の
宝
塚
市
職
労

が
出
場
し
た
。

　

初
戦
で
丹
波
は
白
浜
町
職
と

対
戦
。
１
点
を
先
取
さ
れ
た
丹

波
は
５
回
に
一
挙
５
点
を
あ
げ

逆
転
に
成
功
し
た
。
準
決
勝
で

は
寝
屋
川
市
職
と
対
戦
。
相
手

投
手
の
好
投
で
チ
ャ
ン
ス
を
作

れ
ず
第
３
位
と
な
っ
た
。

　

宝
塚
は
福
知
山
市
職
と
対

戦
。
４
回
に
１
点
先
取
さ
れ
た

も
の
の
そ
の
裏
２
点
を
取
り
逆

転
。
そ
の
後
も
得
点
を
重
ね
勝

利
。
準
決
勝
は
奈
良
県
職
労
と

対
戦
。
両
チ
ー
ム
投
手
の
力
投

で
６
回
ま
で
無
得
点
の
ま
ま
、

７
回
に
県
職
に
２
点
を
奪
わ
れ

第
３
位
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
丹
波
の
横
山
恭
平
選

手
と
宝
塚
の
大
脇
拓
海
選
手
が

特
別
敢
闘
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
へ

は
宍
粟
市
職
労
が
出
場
。
初
戦

は
東
近
江
市
職
に
２
対
０
で
快

勝
。
準
決
勝
で
は
奈
良
県
職
労

と
対
戦
。
宍
粟
は
第
１
セ
ッ
ト

を
先
取
し
た
も
の
の
、
残
り
２

セ
ッ
ト
を
奈
良
に
奪
わ
れ
、
２

対
１
の
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
で
惜

し
く
も
敗
れ
第
３
位
と
な
っ

た
。
な
お
、
特
別
賞
と
し
て
三

浦
芹
香
選
手
が
レ
シ
ー
ブ
賞

に
、
大
前
美
月
選
手
が
特
別
敢

闘
賞
に
選
ば
れ
た
。

全労済自治労共済本部資料より引用

　

高
校
生
平
和
大
使
は
１
９
９

８
年
か
ら
始
ま
っ
た
核
兵
器
廃

絶
と
平
和
な
世
界
の
実
現
を
め

ざ
し
た
全
国
的
な
活
動
。

　

兵
庫
で
は
８
月
27
日
に
神
戸

市
内
で
第
25
代
高
校
生
平
和
大

使
・
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
報
告
会
、

平
和
大
使
を
支
援
す
る
兵
庫
県

実
行
委
員
会
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
25
代
平
和
大
使
（
兵
庫
）

の
長
富
日
向
さ
ん
を
中
心
に
、

６
月
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
っ
た
。「
各
県
か
ら

の
活
動
報
告
に
学
び
、
被
爆
体

験
者
か
ら
話
が
聞
け
る
最
後
の

世
代
と
し
て
、
私
た
ち
は
平
和

の
バ
ト
ン
を
落
と
し
て
は
い
け

な
い
」
と
述
べ
た
。

作
成
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
要
望
も
受
け
て
、
年
度
内

に
整
備
す
る
」
と
回
答
し
た
。

要
請
を
行
っ
た
。

　

県
は
「
ネ
ッ
ト
上
に
間
違
っ

た
情
報
も
多
く
見
ら
れ
る
、
特

に
非
正
規
職
員
は
雇
用
期
間
が

短
く
、
経
験
も
積
み
に
く
い
。

そ
の
た
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
県
と
し
て

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
施

行
後
が
成
立
し
５
年
が
経
過
し

た
が
、
部
落
差
別
事
象
は
今
な

お
続
い
て
い
る
。
県
本
部
は
、

部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
合
会

と
と
も
に
県
人
権
推
進
班
に
対

し
、
部
落
問
題
に
職
員
が
正
し

く
対
応
す
る
た
め
に
も
職
員
研

修
の
充
実
を
求
め
、
８
月
22
日

は
い
け
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
」

と
感
想
を
述
べ
た
。

な
い
限
り
、
気
候
変
動
は
止
ま

ら
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
そ
こ
か

ら
人
々
の
目
を
そ
ら
さ
せ
る
」

と
述
べ
た
。

　

２
日
目
に
は
職
種
ご
と
の
分

散
会
、最
終
日
は
分
散
会
報
告
、

全
体
集
約
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ

た
。

　

兵
庫
の
参
加
者
か
ら
は「
黙
っ

て
い
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。

我
々
は
た
た
か
う
事
を
や
め
て

　

第
23
回
青
年
女
性
中
央
大
交

流
集
会
を
７
月
29
日
～
31
日
に

感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
加
人

数
を
制
限
し
東
京
で
開
催
。
職

場
の
課
題
や
反
戦
・
平
和
の
取

り
組
み
等
を
議
論
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
斎
藤
幸
平
准

教
授（
東
京
大
学
）か
ら
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
大
衆
の
ア
ヘ
ン
」と
し
、

「
無
限
の
経
済
成
長
を
求
め
る

資
本
主
義
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

宍粟・大前選手●●左と三浦選手●●右右

丹波・横山選手 宝塚・大脇選手

尾
西
書
記
長
に
聞
く

新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

単
組
運
動
が
起
点

中央大交流集会

全
国
の
た
た
か
い
に
学
ぶ

課
題
は
山
積
だ
が
あ
き
ら
め
な
い

核兵器廃絶・平和な世界をめざす
高校生の積極的な活動に支援を

地連スポーツ大会

３
チ
ー
ム
と
も
決
勝
戦
進
出
な
ら
ず

丹
波・宝
塚・宍
粟
い
ず
れ
も
第
３
位
に

県
に
対
し
研
修
充
実
求
め
る

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
約
束

兵庫からは6人が参加

県●左に対し要請書を提出

活動報告する平和大使の皆さん


